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必修例題 1 

おもりは水の中に入っている体積分だけ水をおしのけますから 

その分，見かけ上水面が上がります。 

立方体の高さは 10cm ですから水の中に完全に沈みます。 

物体の体積 

物体の体積は 



 

 

 

 

必修例題 2 

2 

おもりは完全に沈みますから， 

水の深さは 

(２本のおもりの体積＋2500cm3)÷底面積 

   

 (100x15 + 2500)÷(100 + 150) 

  = 4000 ÷ 250 

 

= 16 cm 

   

 

(注)予習シリーズでは，増える分だけ計算を

してもとの高さに足しています。 

16cm 

水の部分の底面積は 

おもりを 1 本たてた 

ときの水の部分の 

底面積は 

水の深さ(△cm)は 

（おもりの長さが 15cmですから，おもりより 

下の位置にあります。） 

 12.5 cm 

(2) 

おもりを 2 本たてたときのおもりの底面積は 

     50x2=100cm2 



 

 

 

必修例題 3 

イの体積も 256cm3なので， 

水そうの底面積は 

128 cm2 

 

(1) 下の図で， 

  アの面積 = イの体積 になります。 

 

(2) (図 3)の見かけ上の水の体積から 

 おもりの体積を引いた ものが 

 水の体積です。 

  見かけ上の水の体積は 

おもりの体積は 

水の体積は 

1280 (cm3) 

768 (cm3) 

512 (cm3) 

 512 cm3 

(1)の別解 

アとイの底面積の比と高さの比は逆比

の関係なので， 

   アの底面積 ： イの底面積 

    
1

4
 : 

1

2
 = 1 : 2 

アの底面積は(8x8=)64cm2 より， 

イ（水そう）の底面積は 

  64x2=128 cm2 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 棒を容器の左はしにつけて書きます。 

  容器と棒の半径の比は(10:4=)5:2 なので 

  容器の底面積と棒の底面積の比は 

  (5x5) : (2x2) = 25 : 4 

   

 

 

 

 

  （ア）の部分の水が（イ）に移ります。 

応用例題１ 

 

 
上の図で， 

○＋イ の体積は 25x2=50→（○＋ア）も同じ 

したがって，水の深さ（△）は 

  50÷4 =12.5 cm   

 

12.5 cm 

(2)  (1)の続きを考えます。 

  棒を 7㎝引き上げるとそこに 

  すきまができ水が流れ込みますから 

  水面が下がります。 

  

 

  すきまの体積（ウ）は 

  ④x7=28 → （エ）も同じ 

  （エ）の部分の底面積は(25-4=)21 

       

 

 減る高さ（▲）は 28÷21=1
1

3
 cm 

  したがって，このときの水面の高さは， 

  12.5-1
1

3
 = 11

𝟏

𝟔
 cm 

11
1

6
 cm 

 



 

必修例題 4 


